
※１

※４

ＪＰＳ１ ＪＰＳ２ ＪＰＳ３

ＳＴ
ＸＡ

ＳＴ
ＸＢ

ＳＲ
ＸＡ

ＳＲ
ＸＢＩ＋ Ｉ－ＣＮＳＢ

伝送回路

ＣＮＳＡ
ＳＴ
ＸＡ

ＳＴ
ＸＢ

ＳＲ
ＸＡ

ＳＲ
ＸＢ Ｉ＋ Ｉ－

Ｓ２０Ｓ１６Ｓ１５Ｓ１１Ｓ１０Ｓ６Ｓ５Ｓ１

ＳＮ

ＪＰ１ ＪＰ２

ＳＯＵ

ＬＳＴＸ ＳＡＤ

ＰＣＡ　１２９７２

※２ ※２

ＪＰＳ１ ＪＰＳ２ ＪＰＳ３

ＳＴ
ＸＡ

ＳＴ
ＸＢ

ＳＲ
ＸＡ

ＳＲ
ＸＢＩ＋ Ｉ－ＣＮＳＢ

伝送回路

ＣＮＳＡ
ＳＴ
ＸＡ

ＳＴ
ＸＢ

ＳＲ
ＸＡ

ＳＲ
ＸＢ Ｉ＋ Ｉ－

Ｓ２０Ｓ１６Ｓ１５Ｓ１１Ｓ１０Ｓ６Ｓ５Ｓ１

ＳＮ

ＪＰ１ ＪＰ２

※３

ＳＯＵ

ＬＳＴＸ ＳＡＤ

ＰＣＡ　１２９７２

※２ ※２

ＦＸＺＪ００４型シリーズ
Ｐ 型 イ ン タ ー フ ェ イ ス 盤

回 路 図

Ｃ８０１７７４ ４

２４　０３

発　行 縮尺

能 美 防 災 株 式 会 社

図
番

第１技術部火報管理課

’　  ．

ＳＲ
ＸＡ

ＳＲ
ＸＢ

ＳＴ
ＸＡ

ＳＴ
ＸＢ

ＩＴ
ＸＡ

ＩＴ
ＸＢ

ＩＲ
ＸＡ

ＩＲ
ＸＢＩ＋ Ｉ－ Ｃ Ｔ Ｂ＋

１０Ｐ２Ｃ－Ａ端子台
中継端子として使用

Ｐ型１級表示機へ

Ｐ型インターフェイス盤
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伝送中灯

ロータリースイッチ
基板アドレス設定用

ＬＥＤ　緑

１～５（重複不可）

型　　　名
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移報

ＦＸＺＪ００４－Ｅ２－４０ ４０
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３

ＦＸＺＪ００４－Ａ２－１００ １００

ＦＸＺＪ００４－Ａ２－８０ ８０ ４

５

※１：Ｐ型インターフェイス盤を複数台接続する場合は本端子から次のインターフェイス盤に送り配線で
　　　接続してください（分岐配線不可）。その場合、本盤内の末端基板に取り付けてあるＪＰ１、ＪＰ２
　　　を取りはずし、末端となるＰ型インターフェイス盤内にある末端基板のＪＰ１、ＪＰ２のみを取り
　　　付けている状態にしてください。
※２：ＪＰ１、ＪＰ２は終端設定用のジャンパーピンです。
　　　使用する基板がＰＣＡ１２９７１の場合、ＪＰ１、ＪＰ２はありません。そのため、末端の基板の
　　　ＳＴＸＡ－ＳＴＸＢ間に終端抵抗（１２０Ω，１／２Ｗ）を取り付けてください。
※３：ＰＣＡ１２９７１の接点定格はＤＣ２４Ｖ，１Ａ。
※４：ＦＡＰＪ／ＦＣＳＪ１０６Ｎシリーズに接続する場合は最大９まで設定できます。ただし、基板番
 　    号はＰＣＡ１２９７２に限ります。

接点数 基板枚数

（１０４Ｓ、１０６Ｓ型のみ）

ＦｎＡ ＦｎＣ

音響移報
（ＤＢ設定）

受信機

１０４シリーズ、１０６シリーズ受信機

部屋番号表示回路

部屋番号表示付のみ
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個別移報（ＡＣ／ＤＣ２４Ｖ，１Ａ）


